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( 電気事業連合会：「電気の送られ方」を基に編集部で作成 )

は
じ
め
に
、
電
力
会
社
の
発
電
所
か
ら
電
気

の
供
給
を
受
け
る
需
要
家
ま
で
電
気
が
ど
の
よ

う
に
届
く
の
か
、
電
気
の
送
ら
れ
方
を
理
解
し

て
お
き
た
い
。

日
本
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
電
力
会

社
が
10
社
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
力
会
社
が
各

所
に
発
電
所
を
設
置
し
て
い
る
。
各
発
電
所
で

つ
く
ら
れ
た
電
気
は
、
27
万
５
０
０
０
Ｖ
〜

50
万
Ｖ
と
い
う
超
高
電
圧
に
昇
圧
さ
れ
て
か
ら

送
り
出
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
変
電
所
を
経
由
し

て
段
階
的
に
電
圧
を
下
げ
ら
れ
供
給
さ
れ
る
。

一
般
住
宅
に
届
け
ら
れ
る
と
き
に
は
、
１
０
０
Ｖ

か
２
０
０
Ⅴ
の
電
圧
に
な
っ
て
い
る
仕
組
み
だ
。

発
電
さ
れ
た
電
気
を
超
高
電
圧
に
昇
圧
す
る

の
は
、
送
電
線
を
流
れ
る
と
き
に
一
部
が
熱
に

な
っ
て
失
わ
れ
る
ロ
ス
（
電
力
損
失
）
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
だ
。
電
力
の
値
は

「
電
圧
×
電
流
」
の
値
に
相
当
す
る
。
同
じ
量
の

電
力
を
送
る
に
は
「
低
電
圧
×
大
電
流
」
か

「
高
電
圧
×
小
電
流
」、
ど
ち
ら
か
の
組
み
合
わ

せ
に
な
る
が
、
熱
に
変
化
し
て
失
わ
れ
る
電
力

の
大
き
さ
は
電
流
の
大
き
さ
の
２
乗
に
比
例
し

て
大
き
く
な
る
。「
高
電
圧
×
小
電
流
」
で
送
っ

た
方
が
ロ
ス
は
少
な
い
。

発
電
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
超
高
電
圧
の
電

気
は
「
超
高
圧
変
電
所
」
で
15
万
４
０
０
０
Ⅴ

ま
で
電
圧
を
下
げ
ら
れ
た
後
、「
一
次
変
電
所
」

で
６
万
６
０
０
０
Ⅴ
ま
で
下
げ
ら
れ
る
。
一
部

は
こ
こ
か
ら
直
接
、
鉄
道
変
電
所
や
大
規
模
工

場
に
送
電
さ
れ
、
各
企
業
内
の
変
電
設
備
で
必

要
な
電
圧
に
落
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
次

の
段
階
は
「
中
間
変
電
所
」
で
、
さ
ら
に

２
万
２
０
０
０
Ⅴ
ま
で
電
圧
が
下
げ
ら
れ
、
こ

こ
で
も
一
部
は
鉄
道
変
電
所
や
大
規
模
工
場
、

大
規
模
商
業
施
設
に
電
気
が
供
給
さ
れ
る
。
最

後
の
「
配
電
用
変
電
所
」
で
は
２
万
２
０
０
０

電力の世界では、発電所から変電所に電気を送ることを「送電」、変電所 (変圧器 ) から
一般家庭など需要家に電気を送ることを「配電」と呼んで区別している。

配 電

鉄
道
は
電
気
で
動
く
。
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
に
東
京
電
力
管
内
で
実
施
さ
れ
た
計
画
停
電
は
、

利
用
者
に
そ
の
当
た
り
前
の
事
実
を
改
め
て
実
感
さ
せ
た
。

こ
れ
ま
で
鉄
道
事
業
者
は
、
輸
送
力
増
強
に
取
り
組
む
と
と
も
に
電
力
消
費
の
削
減
に
努
力
を
払
い
、

正
確
か
つ
安
全
な
列
車
運
行
を
実
現
し
て
き
た
。

そ
し
て
３
・
11
を
境
に
恒
常
的
な
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

〝
さ
ら
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
〞
と
い
う
高
い
目
標
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

鉄
道
は
、
電
気
を
ど
の
よ
う
に
使
い
、
運
行
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
電
気
の
供
給
シ
ス
テ
ム
や
設
備
に
は
、

ど
の
よ
う
な
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
―
本
号
で
は
鉄
道
と
電
気
を
特
集
す
る
。

文
◉
香
田
朝
子

［さらに効率的なエネルギー利用へ］

電
気
は
ど
の
よ
う
に
し
て
届
く
の
か
。

特集
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Ⅴ
の
電
気
を
６
６
０
０
Ⅴ
に
変
圧
し
て
、
中
規

模
工
場
や
ビ
ル
、
一
部
の
中
小
電
鉄
会
社
に
配

電
す
る
と
と
も
に
、
街
中
の
電
線
に
配
電
す

る
。
６
６
０
０
Ⅴ
の
電
気
は
、
電
柱
の
上
に
あ

る
柱
状
変
圧
器
（
ト
ラ
ン
ス
）
で
１
０
０
Ⅴ
ま

た
は
２
０
０
Ⅴ
に
変
圧
さ
れ
、
引
込
線
か
ら
商

店
や
小
規
模
工
場
、
一
般
家
庭
へ
と
送
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
電
気
は
24
時
間
３
６
５

日
、
休
む
こ
と
な
く
送
り
続
け
ら
れ
て
い
る
の

だ
。

鉄
道
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
電
力
を

消
費
し
て
い
る
の
か
。

国
土
交
通
省
の
鉄
道
輸
送
統
計
年
報
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
鉄
・
軌
道
の
総
営
業
キ
ロ
は
約

２
万
７
６
４
３
㎞（
２
０
１
１
年
３
月
末
現
在
）。

そ
の
お
よ
そ
60
％
強
が
電
気
を
動
力
と
し
て
い

る
。で

は
日
本
の
鉄
道
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
電
気

を
消
費
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

電
気
事
業
連
合
会
が
公
表
し
た
「
２
０
１
１

年
度
分
電
力
需
要
実
績
」
に
よ
れ
ば
、
産
業
用

需
要
の
大
口
電
力
使
用
実
績
は
合
計
で
約

２
７
１
５
億
kWh
（
大
口
電
力
主
要
業
種
実
績
）。

こ
の
う
ち
鉄
道
業
の
電
力
使
用
実
績
は
約

１
７
２
億
kWh
で
、
全
体
の
約
６
％
強
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
に
一
般
需
要
家
や
家
庭
用
の
使
用

電
力
等
を
加
え
る
と
、
約
８
５
９
８
億
kWh
が
10

電
力
会
社
の
販
売
電
力
量
合
計
と
な
り
、
全
国

の
電
力
使
用
実
績
の
約
２
％
を
鉄
道
業
が
使
用

し
て
い
る
計
算
だ
。

電
力
使
用
量
は
景
気
の
動
向
や
社
会
の
動
き
、

あ
る
い
は
気
候
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
。
特
に

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
後
の
２
０
１
１
年

度
は
、
10
社
の
販
売
電
力
量
合
計
で
、
対
前
年

比
５・
１
％
減
と
２
年
ぶ
り
に
前
年
実
績
を
下

回
っ
た
。
大
口
電
力
の
主
要
業
種
別
実
績
で
最

も
減
少
し
た
の
は
パ
ル
プ
・
紙
で
６・
６
％
減
、

次
い
で
鉄
道
業
の
５・１
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
停
電
と
そ
の
後
に
続
く
夏
の
電

力
使
用
制
限
で
節
電
が
実
施
さ
れ
た
東
京
電
力

管
内
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、
販
売
電
力
量
合

計
は
約
２
６
８
２
億
kWh
、
対
前
年
比
８
・
６
％

減
。
鉄
道
業
は
約
57
億
kWh
で
、
対
前
年
比
10
・

８
％
減
と
な
っ
た
。

電
気
は
貯
め
ら
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

電
力
消
費
量
と
発
電
電
力
量
は
「
同
時
同
量
」

が
鉄
則
だ
。
ま
も
な
く
、
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク

と
な
る
夏
が
や
っ
て
く
る
。
鉄
道
事
業
者
は
、

鉄
道
そ
れ
自
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
社
会
的
責
任
と
考
え
、
電
力
消
費

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

電力の世界では、発電所から変電所に電気を送ることを「送電」、変電所 (変圧器 ) から
一般家庭など需要家に電気を送ることを「配電」と呼んで区別している。電気の送られ方

発 電 送 電 配 電

2004 8,654.3 187.6（2.0） 2,867.4 68.8（2.0）

2005 8,825.6 190.5（1.5） 2,886.5 69.2（0.6）

2006 8,894.2 186.6（▲2.0） 2,876.2 67.9（▲2.0）

2007 9,195.4 187.4（0.4） 2,974.0 68.0（0.1）

2008 8,889.3 187.5（0.1） 2,889.6 68.6（0.9）

2009 8,585.2 181.1（▲3.4） 2,801.7 63.0（▲8.1）

2010 9,064.2 180.9（▲0.1） 2,933.9 63.6（1.0）

2011 8,598.1 171.7（▲5.1） 2,682.3 56.8（▲10.8）

年度
電力 10社 東京電力管内

総販売量 総販売量鉄・軌道
（対前年比：％）

鉄・軌道
（対前年比：％）

▲はマイナスを表す。
（電気事業連合会：『2004～2011年度分電力需要実績』を基に編集部で作成）

（単位：億 kWh）鉄道業の電力使用実績と前年比


